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調査概要
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■調査目的

①ご家族さまが、ペットの健康維持、予防医療についてどのように考えているか、実際にどのような健診を受けさせ
ているか、ペットの健康管理の意識と実態を把握する。

②Team HOPEや「ペットの健康診断の日」「猫の健康診断の日」の認知状況の把握をする。

今回追加したい質問は、「健診受診していない方に、どんなきっかけがあったら受診してみたいか」「動物病院
への受診頻度と、直近で頻度増減しているのか」「動物病院の存在をどのようにとらえているのか」
あまり変動がなく、活用していない質問は削除し、質問数を30問までとした。

上記結果を今後のTeamHOPEの健診啓発の活動の参考とする。

■調査対象者条件と対象者数

• 犬、猫のご家族さまで、主にペットの面倒を見たり、健康管理をしている人（全国、20歳以上） 412名（回収ベース）

• 複数飼っている場合は、最年長のペットのご家族とみなす。

•犬のご家族さま 206名 （最年長の犬の年齢7歳未満103ｓ、7歳以上103ｓ）

•猫のご家族さま 206名 （最年長の猫の年齢7歳未満103ｓ、7歳以上103ｓ）

■調査方法：ｗｅｂ調査

■調査期間：2022年12月9日（金）～12月10日（土）
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１．ペットの実態

•犬の性別は7歳未満は「雄」のほうがやや多く、7歳以上は「雌」のほうがやや多い。去勢率は約6割、避妊率は約8割。種類で多いのは、「トイプー

ドル、柴犬、ミニチュアダックスフンド」など。

•猫の性別は、7歳未満はやや「雄」が多く、7歳以上は「雌雄」半々。去勢率・避妊率ともに9割弱で、いずれも7歳以上のほうが割合が高い。種

類では「雑種」が最も多く、次いで「ミックス」が続く。外国産で多いのは「スコティッシュフォールド、アメリカンショートヘアー」等。

２．ペットの健康診断について

•定期的に健康診断を受診させている割合は5割弱。定期的受診はしていないが健診経験ありは3割強で、約2割は未受診。

•定期的受診率は、猫より犬のほうが高いが、受診経験ありを加えると、犬と猫で大差はない。

•時系列で定期的受診率をみると、2020年以降増加傾向にある。しかし、定期的ではないが受診経験あり率が昨年から今年にかけて減少して

いるため、両方を足した受診率自体は昨年から今年にかけて横ばいとなっている。

•初めて健康診断を受診したペット年齢は、7歳未満では犬猫とも0～1歳が多く、犬は7割弱、猫では8割弱。

•現在ペット年齢7歳以上をみると、10歳以上で初めて健診を受けさせるオーナーも犬猫ともに15～19％みられる。

•定期健診の頻度は、年1回程度が半数強。

•時系列でみると、年2回以上受診率は昨年減少したが、今年は増加して4割強となり、一昨年の比率に戻っている。

•定期健診受診のきっかけは、「動物病院ですすめられて」が最も多く5割。

• オーナー属性に関係なくトップは「動物病院のすすめ」で共通。きっかけ2位は、はオーナー属性により差があり、犬猫ともに7歳以上は「ペットが歳

をとったので」、犬7歳未満は「ペットショップですすめられて」、猫7歳未満では「健康診断をすすめる記事や情報を見たり読んだりして」となっている。

•受診率が高い健診内容は、「問診、触診、視診」で8割前後。次いで、 「血液検査」 「聴診」が6割前後。

•時系列でみても、上位受診内容は変化していない。
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•健診で病気・異常が見つかった割合は3割弱。見つかった病気や異常で多いのは泌尿器で約4分の1。

•犬猫ともに7歳以上で病気・異常が見つかった割合が多く、犬40％、猫32％。

•健康診断非受診の理由トップは、「今はペットが健康に過ごしているから」で約半数。1番の理由でも最多で4割弱。

•非受診者が健康診断を受けさせてみたくなるきっかけとしては、「獣医師にすすめられたら」が約4割でトップ。次いで、「お得に健康診断をうけさせ

られるキャンペーンがあったら」が2割強。

• ペットの健康診断については、 「お金がかかってもペットの健康のために定期的に健診を受けさせたい」5割強、次いで、「手ごろな価格なら受

けさせたい」3割。

•時系列でみると、「お金がかかっても受けさせたい」は、昨年今年と増加し、2016年の調査開始以来最も多くなっている。一方、「手ごろな価格

なら受けさせたい」は昨年の減少に続き、今年も減少して今までで最も比率が低くなっている。これらの結果からは、定期的健康診断の重要性の

認識が普及しつつある様子がうかがえる。

3．ペットの健康寿命を延ばすことについて

• ペットの健康寿命を延ばすことは「非常に大切」6割強、「（非常に+やや）大切」9割。

•時系列でみると、「（非常に+やや）大切」の割合は昨年までほぼ横ばいで推移していたが、今年は増加。犬オーナーおよび猫7歳以上で増加

している。

•健康寿命を延ばすために「（非常に+やや）心がけている」割合が高いのは、 「かかりつけ動物病院を作る」「普段の体調を把握し、異常を早

く見つける」「食事管理」がほぼ同率で9割弱。

• 「非常に心がけている」だけでみると、「かかりつけの動物病院を作る」と「予防接種を受ける」の2項目が5割前後と多い。

• 「予防接種を受ける」に関しては、猫より犬オーナーで「非常に心がけている」割合が高く、特に犬7歳未満では6割を超える。

•時系列でみても、（非常に+やや）心がけているトップ3項目は、この7年間変わらない。
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4．動物病院について

•かかりつけ動物病院あり94％。

• オーナー別でみても、いずれにおいてもかかりつけ動物病院ありが9割を超える。

•動物病院選定時の重視項目トップ4は、 「獣医師やスタッフの人柄の良さ」 「自宅から近いこと」 「診察時の説明がわかりやすいこと」 「気にな

ることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」で、いずれも重視割合が5割を超え、最重視割合15～18％。

•重視4項目は時系列やオーナー属性でみても変わらず、獣医師やスタッフの親切さ、近いという利便性やわかりやすい説明が重視されている。

•ペットを動物病院へ連れて行く頻度は、 「年に2～3回程度」が最も多く約3割、次いで「年に1回程度」が2割強。

•犬オーナーのほうが猫オーナーに比べて連れて行く頻度が多めである。

•ペットを動物病院へ連れて行く頻度の変化に関しては、7割が2～3年前と比べて「変わらない」としている。一方、「増えた」も2割みられる。

• オーナー別でみると、犬7歳以上で「増えた」が3割強と多い。

•動物病院の存在意義は、「ペットが病気になった時に治療してくれる、頼りになる存在」が8割でトップ。「ペットと暮らすためには、なくてはならな

い存在」も約5割。

• オーナー属性による大きな違いはみられない。
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5．「ペットの健康診断の日」について

•認知率は12％。年々微増。

•認知情報源は、「TV番組」と「動物病院」が4割強。

6．「猫の健康診断の日」について

•認知率は全体で25％。猫オーナーでは3-4割が認知。

•昨年より微増。

•認知情報源は、「TV番組」45％、「動物病院」と「WEBやニュースの記事」が

2割強。

7．「Team HOPE」について

•ロゴマーク認知率2割、団体認知率は今年増加し2割強。

•いずれに関しても、犬猫とも7歳未満オーナーでの認知率が相対的に高い。

8．ペットに関する情報源

• ペットに関する情報源として最も多いのは「動物病院」で約5割、次いで「ペットを飼って

いる友人・知人」が4割弱、「TV番組」3割強。

• オーナー属性に関わらず3大情報源は上記の3つ。
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ペット年齢は最年長の
ペット。以下同様

■性別 ■年齢

■居住地域

■ 北海道 ■ 東北地方 ■ 関東地方 ■ 中部地方

■ 近畿地方 ■ 中国地方 ■ 四国地方 ■ 九州地方
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7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）
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7歳以上（n=103）

犬
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猫
オーナー
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１．ペットの実態
（1）最年長（調査対象）ペットの去勢・避妊有無
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•最年長ペットの性別をみると、犬は7歳未満は雄のほうがやや多く、7歳以上は雌のほうがやや多い。猫は7歳未満は雄のほうが多く、7歳以
上は雌雄半々。

•去勢率は、犬では、7歳未満64％で7歳以上56％より高い。猫の去勢率は犬より高く、7歳未満80％、7歳以上では91％。
•避妊率は、犬では7歳未満76％より7歳以上81％のほうが高い。猫の避妊率は犬より高く、7歳以上では98％に達する。

■最年長ペットの性別/去勢・避妊の有無（Q1/Q2）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

犬
オーナー

猫
オーナー

■ 去勢している ■ 去勢していない ■ 避妊している ■ 避妊していない

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）
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Q1 あなたが一緒に暮らしている犬について性別と去勢・避妊の有無をそれぞれお答えください。
Q2 あなたが一緒に暮らしている猫について性別と去勢・避妊の有無をそれぞれお答えください。
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１．ペットの実態
（2）最年長（調査対象）の犬の種類
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•最年長ペットの犬種は下表の通り。
• トイプードルが最も多く37人（犬オーナー全体の18％）、次いで、柴犬25人（同12％）、ミニチュアダックスフンド22人（同11％）

犬の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

トイプードル 37 17 20

柴犬 25 13 12

ミニチュアダックスフンド 22 8 14

チワワ 18 9 9

ミックス 15 9 6

雑種 12 6 6

ポメラニアン 9 4 5

パピヨン 8 4 4

シーズー 7 4 3

マルチーズ 6 4 2

ダックスフンド 4 1 3

プードル 4 2 2

ゴールデンレトリバー 3 2 1

パグ 3 2 1

ビーグル 3 1 2

フレンチブルドッグ 3 1 2

ヨークシャーテリア 3 1 2

＜７歳未満：各1人＞ ＜7歳以上：各1人＞

犬の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

コーギー 2 1 1

ボーダーコリー 2 2 0

マルプー 2 2 0

NA 3 0 3

（人）

• カニヘンダックス

• ケアンテリア

• シベリアンハスキー

• チャウチャウ
• ぺキニーズ

• アメリカンコッカー
• キャバリア
• シュナウザー
• ボーダースプリンガー
• ボストンテリア
• ミニチュアシュナウザー
• ミニチュアピンシャ
• ラブラドールリトリーバー
• ヨーキ
•四国犬



１．ペットの実態
（3）最年長（調査対象）の猫の種類
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• 猫は「雑種」が最も多く、「ミックス」「わからない」を含めると、137人と全体の2/3を占める。
• 外国系ではスコティッシュフォールド13人、アメリカンショートヘア11人が相対的に多い。
• 日本系では日本猫9人、三毛猫2人のほか、「雑種」もほぼ日本系と考えられ、全体では日本系の猫を飼っている人が多いとみられる。

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

スコティッシュフォールド 13 6 7

アメリカンショートヘア 11 9 2

日本猫 9 5 4

マンチカン 7 6 1

ラグドール 5 4 1

メインクーン 3 2 1

ロシアンブルー 3 2 1

キジトラ 2 1 1

ブリティッシュショートヘア 2 2

三毛猫 2 2

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

ミックス 23 7 16

雑種 107 45 62

わからない 7 3 4

（人）

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

アビシニアン 1 1

サイベリアン 1 1

シャム 1 1

サバ白 1 1

チシャ 1 1

トンキニーズ 1 1

ペルシャ 1 1

ベンガル 1 1

ミヌエット 1 1

ノルウェージャンフォレスト
キャット

1 1

チンチラ 1 1

レディ 1 1



• ペットに定期的に健康診断を受けさせているオーナーは47％。定期的ではないが受診経験ありは34％。未受診率は19％と約2割。
• オーナー別に定期的受診割合をみると、犬7歳以上が最も高く58％。次いで、犬7歳未満が51％と高く、猫に比べて犬のほうが定期的受診率が
高くなっている。

•猫は、定期的受診率は犬より下回るものの、定期的ではないが受診経験ありの割合は犬より高い。
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２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ①オーナー属性別
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■健康診断の受診状況（Q4・SA）

Q4 あなたはそのペットに、定期的に健康診断を受けさせていますか。

■定期的に受けさせている ■ 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある ■ 受けさせたことはない

犬
オーナー

猫
オーナー

〇全体より10％以上多い

▽全体より10％以上少ない
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■健康診断の受診状況（Q4・SA）

• 2016年からの7年間の健康診断の定期的受診率推移をみると、全体では増加傾向にあり、この3年間は継続的に増加している。
• オーナー別に定期的受診率をみると、今年は犬7歳以上と猫7歳未満で増加し、過去7年間で最も高くなっている。

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ②時系列
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47 

43 

49 

55 

57 

33 

31 

34 

30 

38 

31 

30 

30 

0% 50% 100%

2016年 （n=1,275）

2017年 （n=1,240）

2018年 （n=1,308）

2019年 （n=1,263）

2020年 （n=1,315）

2021年 （n=1,260）

2022年 (n=1,254）

2022年
（参考値）

（n=234）

犬全体

■健康診断の受診状況（Q4・SA）

•日本ペットフード協会の年齢構成データをもとにウェイトバックをかけた過去7年間の「犬全体」および「猫全体」の健康診断の受診率推移は下記の
通り。

•犬全体、猫全体ともに2020年は定期的受診率が下がっており、コロナによる受診控えがあったのではないかと推測されるが、それを除けば、定期的
受診率は、犬猫ともに増加傾向、特に犬で定期的受診率があがっている。

Q4 あなたはそのペットに、定期的に健康診断を受けさせていますか。

■ 定期的に受けさせている ■ 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある

24 

30 

37 

38 

34 

38 

40 

41 

37 

34 

41 

39 

40 

43 

38 

38 

0% 50% 100%

2016年 （n=1,142）

2017年 （n=1,255）

2018年 （n=1,244）

2019年 （n=1,219）

2020年 （n=1,382）

2021年 （n=1,313）

2022年 (n=1,87）

2022年
（参考値）

（n=219）

猫全体

＊2016年～2022年は、日本ペットフード協会の年齢構成データをもとにウェイトバックをかけて出した数字
グラフ一番下の2022年（参考値）は、本調査の事前スクリーニング時の出現率によりウエイトバックしたデータ

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ③時系列/犬全体・猫全体



２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ④去勢・避妊有無別

16

■健康診断の受診状況（Q4・SA）

Q4 あなたはそのペットに、定期的に健康診断を受けさせていますか。

■定期的に受けさせている ■ 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある ■ 受けさせたことはない

犬
オーナー

猫
オーナー

58 

41 

60 

50 

38 

41 

42 

14 

26 

34 

31 

27 

39 

35 

38 

57 

16 

24 

9 

23 

23 

24 

20 

29 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

•健康診断の受診状況をペットの去勢・避妊の有無別でみると、犬オーナーでは、ペットを去勢もしくは避妊させているオーナーのほうが、定期的に健
康診断を受診している比率が高い。

（ｎ＝30未満はｎ数が少ないため参考値）

去勢している （n=37）

去勢していない （n=21）

避妊している （n=11）

避妊していない （n=30）

去勢している （n=97）

去勢していない （n=17）

避妊している （n=85）

避妊していない （n=7）



25 

26 

17 

33 

25 

43 

49 

38 

51 

28 

19 

21 

18 

14 

25 

4 

4 

3 

2 

6 

6

17

6

4

7

9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q6 あなたはそのペットが何歳の時から、定期的に健康診
断を受けさせていますか？
■ ０歳 ■ １歳 ■ 2～3歳

■ 4～6歳 ■ 7～9歳 ■ 10歳以上

犬
オーナー

猫
オーナー

n=
（194）

（53）

（60）

（49）

（32）

２．ペットの健康診断について（2）受診開始年齢
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■初めて健康診断を受けさせた年齢（Q5）
（健康診断「定期的＋受診経験あり」）

■初めて定期健診を受けさせた年齢（Q6）
（健康診断「定期的」受診）

•初めての健康診断受診年齢をみると、現在7歳未満では犬、猫とも0～1歳で受けさせているオーナーが多く、犬は66％、猫は76％。現在7歳以
上では初受診年齢が分散しており、2歳以上で初めて受診した割合が犬では5割強、猫では約5割となっている。

•定期健診の開始年齢をみても、犬猫とも現在7歳未満は「0歳」「1歳」が多い。現在7歳以上をみると、10歳以上で初めて健診を受けさせるオー
ナーも犬猫ともに1割弱みられる。

Q5 あなたはそのペットが何歳の時に初めて健康診断を受けさ
せましたか。
■ ０歳 ■ １歳 ■ 2～3歳

■ 4～6歳 ■ 7～9歳 ■ 10歳以上

０～1歳
計

（％）

59 

66 

44 

76 

51

０～1歳
計

（％）

68 

75 

55 

84 

53

全 体
（n=335）

7歳未満
（n=83）

7歳以上
（n=91）

7歳未満
（n=82）

7歳以上
（n=79）

23 

28 

15 

29 

22 

36 

39 

29 

46 

29 

18 

23 

13 

17 

18 

9 

11 

9 

7 

8 

6

15

9

9

19

15

0% 20% 40% 60% 80% 100%



犬
オーナー

猫
オーナー

18 

25 

17 

16 

13 

25 

30 

23 

27 

16 

55 

43 

58 

57 

66 

2 

2 

2 

6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体
（n=194）

7歳未満
（n=53）

7歳以上
（n=60）

7歳未満
（n=49）

7歳以上
（n=32）

２．ペットの健康診断について（3）受診頻度
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■受診頻度（Q7・SA） （健康診断「定期的」受診）

•定期的な健康診断の受診頻度をみると、「1年に1回程度」が55％を占め、「1年に2回程度」が25％。
• オーナー別に年2回以上の割合をみると、犬7歳未満で55％と多い。
•時系列でみると、年2回以上の割合は、全体では、昨年の減少から今年は増加に転じている。オーナー別で大きく増加したのが、昨年大きく減少し
た犬7歳未満である。一方、猫は年齢に関係なく昨年より減少している。

Q7 定期的に健康診断を受けさせている方にお伺いします。頻度をお答えください。

■ 1年に3回以上 ■ 1年に2回程度 ■ 1年に1回程度

2～3年に1回程度 以下なし

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= %

127 35 147 30 168 37 174 41 160 44 181 39 194 43

35 34 45 40 53 34 47 38 50 50 58 32 53 55

44 36 41 34 40 40 49 45 40 38 47 40 60 40

31 36 34 21 42 43 48 44 40 43 40 50 49 43

17 29 27 19 33 30 30 37 30 47 38 34 32 28

＜1年に2回以上受診した割合＞
〇全体より10％以上多い

▽全体より10％以上少ない



• ペットに定期的に健康診断を受けさせるきっかけとしては、「動物病院ですすめられて」が50％で最も多く、2位の「ペットを病気で亡くした経験があっ
たので」19％を大きく引き離している。

• オーナー別でみても、いずれにおいてもトップは「動物病院のすすめ」である。2位はややバラついており、犬7歳未満は「ペットショップですすめられて」
23％、猫7歳未満は「健康診断をすすめる記事や情報を見たり読んだりして」24％、犬猫とも7歳以上は「ペットが歳をとったので」となっている。

44 

25 

31 

9 

16 

6 

9 

3 

9 

0% 20% 40% 60%

Q8 あなたがペットに定期的に健康診断を受けさせるようになったきっかけをお答えください。

２．ペットの健康診断について
（4）定期的な健康診断受診のきっかけ

19

50 

19 

18 

16 

15 

14 

11 

11 

9 

0% 20% 40% 60%

動物病院ですすめられて

ペットを病気で亡くした経験が
あったので

ペットが歳をとったので

健康診断をすすめる記事や情
報を見たり読んだりして

ペットに病気の兆候がみられる
ようになったので

友人・知人にすすめられて

ペットの病気の発見が遅れたこ
とがあったので

ペットショップですすめられて

その他

■定期的に健康診断を受けさせるようになったきっかけ（Q8・MA）

全体（n=194） ７歳未満（n=53） ７歳以上（n=60）

犬オーナー

７歳未満（n=49） ７歳以上（n=32）

猫オーナー

その他
＜犬７歳未満＞

49 

17 

8 

17 

9 

21 

21 

23 

9 

0% 20% 40% 60%

55 

13 

25 

12 

23 

13 

5 

3 

7 

0% 20% 40% 60%

49 

22 

10 

24 

12 

14 

10 

12 

10 

0% 20% 40% 60%

• ノミマダニ対策のついでに
• 関節が弱いため
• 健康のため
• 保護犬で我が家に来たので

＜犬７歳以上＞

• ケガをしたきっかけに
• ワクチンを打つのと同時にしている
• 家族なので人間と同じように
• 病気の早期発見などにつながると思う
• 必要

• ワクチン接種のついで（2）

• 当たり前

＜猫７歳未満＞ ＜猫７歳以上＞（ ）内人数

全体の割合が多い順にソート
〇２位

• 心臓の薬を飲むようになって
• 突然痙攣を引き起こした為
• 病院で勧められて
• 病気になった時に健康時の
数値を知っておくため



犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=83 n=91 n=82 n=79 

89 84 88 80

80 87 84 90

77 73 80 78

58 67 66 58

55 56 61 54

22 22 37 16

25 15 29 15

17 23 21 16

13 15 16 8

2 0 0 0

２．ペットの健康診断について
（5）健診内容 ①オーナー属性別

20

•受診率が高い健診内容は、 「問診」 「触診」85％、次いで 「視診」 77％。以下、「血液検査」 「聴診」が6割前後で続く。
• オーナー別にみても、「問診」「触診」「視診」は共通して受診上位3項目となっている。ただし、受診率にやや差がみられ、犬猫ともに7歳未満では
「問診」、7歳以上では「触診」が最も多くなっている。

■健診内容（Q9・MA） （健康診断「定期的＋受診経験あり」）

85 

85 

77 

62 

57 

24 

21 

19 

13 

1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問診

触診

視診

血液検査

聴診

尿検査

便検査

レントゲン

超音波検査

その他

（％）

Q9 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。健診はどのような内容ですか。

予防注射（犬7歳未満）

(n=335)

全体の割合が
多い順にソート
〇 全体より10％
以上多い
■受診率トップ



２．ペットの健康診断について
（5）健診内容 ②時系列

21

■健診内容（Q9・MA）

85 

85 

77 

62 

57 

24 

21 

19 

13 

1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問診

触診

視診

血液検査

聴診

尿検査

便検査

レントゲン

超音波検査

その他

2022年

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年

*印は2016年なし

Q9 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。健診はどのような内容ですか。

•健診内容を時系列でみると、年により受診率の多少の増減はあるものの、 「問診」 「触診」「視診」が多く8割前後、次いで多いのが「血液検査」
「聴診」で5-6割となっている。「尿検査」は相対的に受診率が低いが、今年は昨年に引き続き増加している。

• 「定期的に受診」のオーナーのみでみると、いずれの内容も受診率は若干高い。

*

*
(n=194）

(n=181）

(n=160）

(n=174）

(n=168）

(n=147）

(n=127）

(n= 335)

(n= 332)

(n= 320)

(n= 318)

(n= 322)

(n= 277)

(n= 272)

■健康診断「定期的に受診」■（健康診断「定期的＋受診経験あり」）
89 

89 

79 

65 

59 

26 

22 

24 

14 

1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問診

触診

視診

血液検査

聴診

尿検査

便検査

レントゲン

超音波検査

その他

2022年

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年



•健康診断で病気や異常が見つかったことがある割合は27％と3割弱。犬猫ともに、7歳以上で見つかったことありの割合が多く、犬では4割を占める。
•病気や異常が見つかったオーナーベースでみると、見つかった部位としては「泌尿器」が26％でトップ。次いで、「循環器」「消化器」と続く。

２．ペットの健康診断について
（6）健康診断で見つかった病気・異常

22

■健康診断で見つかった病気や異常（Q10・SA/Q11・MA）

全体（n=335）

27％（n=89）

７歳未満（n=83）

15％ （n=12）

７歳以上（n=91）

40％ （n=36）

犬オーナー

７歳未満（n=82）

20％ （n=16）

７歳以上（n=79）

32％ （n=25）

猫オーナー

26 

18 

17 

15 

15 

13 

12 

11 

9 

9 

9 

6 

4 

4 

3 

0 

9 

0% 20% 40% 60%

17 

17 

25 

17 

17 

0 

17 

8 

17 

8 

0 

0 

8 

17 

8 

0 

8 

0% 20% 40% 60%

8 

19 

8 

14 

17 

28 

11 

14 

11 

17 

17 

6 

0 

3 

0 

0 

14 

0% 20% 40% 60%

50 

25 

44 

25 

13 

0 

13 

19 

6 

0 

13 

13 

13 

0 

13 

0 

0 

0% 20% 40% 60%

Q10 健康診断を受けて、病気や異常が見つかったことがありますか。
Q11 どんな病気や異常が見つかりましたか。（いくつでも）

40 

12 

8 

8 

12 

8 

12 

4 

4 

4 

0 

4 

4 

4 

0 

0 

8 

0% 20% 40% 60%

• 関節

健康診断で病気・異常が
見つかったことあり

泌尿器の病気や異常

循環器の病気や異常

消化器の病気や異常

皮膚の病気や異常

肝・胆・膵の病気や異常

腫瘍

歯・口腔の病気や異常

耳の病気や異常

呼吸器の病気や異常

筋・骨格の病気や異常

眼の病気や異常

血液・免疫の病気や異常

内分泌の病気や異常

生殖器の病気や異常

神経の病気や異常

全身性の病気や異常

その他

Q11は全体の割合が多い順にソート
＊オーナー別はｎ数が少ないため参考値

• 腎臓
• 認知症

〇全体より10％以上多い

▽全体より10％以上少ない

• てんかん2
• 心臓2



•健康診断を受けさせていないオーナーにその理由をきいたところ、「今はペットが健康に過ごしているので」が51％で最も多い。次いで、「まだペットが歳
をとっていないので」27％、「健診は費用が高いので」が22％が続く。受けさせていない一番の理由を1つだけ選んでもらった結果も上位3項目は同じ
で、割合はそれぞれ38％、17％、16％。

• オーナー別はｎ数が少ないため参考値ではあるが、犬7歳以上で「健康診断についてよく知らない」が多い。

２．ペットの健康診断について（7）非受診の理由

23

■健診を受けさせていない理由（Q12・MA/Q13・SA）

全体（n=77） ７歳未満（n=20） ７歳以上（n=12）

犬オーナー

７歳未満（n=21） ７歳以上（n=24）

猫オーナー

51 

27 

22 

13 

12 

6 

4 

3 

0 

9 

38 

17 

16 

12 

4 

3 

1 

1 

0 

9 

0% 20% 40% 60% 80%

65 

45 

20 

10 

0 

15 

0 

5 

0 

10 

30 

35 

5 

10 

0 

10 

0 

0 

0 

10 

0% 20% 40% 60% 80%

25 

8 

17 

42 

0 

8 

0 

8 

0 

8 

25 

0 

17 

42 

0 

0 

0 

8 

0 

8 

0% 20% 40% 60% 80%

38 

48 

24 

0 

14 

0 

10 

0 

0 

10 

33 

29 

24 

0 

0 

0 

5 

0 

0 

10 

0% 20% 40% 60% 80%

Q12 健診を受けさせていない理由をおきかせください。（いくつでも）
Q13 健診を受けさせていない一番の理由をおきかせください。（ひとつだけ）

63 

4 

25 

13 

25 

4 

4 

0 

0 

8 

54 

0 

17 

8 

13 

0 

0 

0 

0 

8 

0% 20% 40% 60% 80%

＜その他＞
• 生後7か月のため
• 定期的に病院に
行っているので

＜その他＞
• 具合が悪い時に連れ
て行っている

• 必要性を感じない

今はペットが健康に過ごしているので

まだペットが歳をとっていないので

健康診断は費用が高いので

健康診断についてよく知らないので

動物病院に行くのを、ペットが嫌がる
ので

動物病院で健康診断を勧められて
いないので

動物病院にペットを連れて行くのが
大変なので

どの動物病院が健康診断をやってく
れるのかわからないので

犬/猫は、病気になりにくいので

その他

全体MAの割合が多い順にソート
＊オーナー別はｎ数が少ないため参考値

■ 理由MA

■ 最理由SA

＜その他＞
• 病気で通院中

＜その他＞
• 生後1年経って
いない

• 定期的に体調
を崩して通院



２．ペットの健康診断について（8）受診のきっかけ

24

■健康診断を受けさせてみたくなるきっかけ（Q14・MA）

•健康診断を受けさせていないオーナーに、どのようなきっかけがあれば健康診断を受けさせてみたくなるか聞いたところ、「獣医師にすすめられたら」が
39％でトップ。次いで、「お得なキャンペーンがあったら」が21％で続く。

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=20 ｎ=12 ｎ=21 ｎ=42 

50 33 38 33

15 17 24 25

10 8 24 21

25 17 14 8

15 8 0 8

5 0 14 0

5 0 14 0

5 0 0 0

0 8 0 0

0 8 0 0

5 0 0 4

35 25 19 33

39 

21 

17 

16 

8 

5 

5 

1 

1 

1 

3 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

獣医師にすすめられたら

お得に健康診断を受けさせられるキャンペー
ンがあったら

症状が出たときには病気が進行していると
知ったら

身近なペットが健康診断で病気が
見つかったと知ったら

友人・知人にすすめられたら

健康診断を受診したら最適なフードサンプ
ルがもらえるキャンペーンがあったら

健康診断を受診したらペット用品や雑貨が
もらえるキャンペーンがあったら

健康診断の検査結果が冊子になった
報告書がもらえると知ったら

まだ健康診断を受けさせていない方向けの
ペットの健康に関するセミナーに無料参加で

きるサービスがあったら

ペットとの暮らし方や健康管理に関する
メールマガジンを無料で購読できるサービス

があったら

その他

ひとつもない

（非受診者のみ ｎ=77）/全体の割合が多い順にソート

Q14あなたはどのようなきっかけがあったら健康診断を受けさせてみたくなると思いますか。（いくつでも）

（％）（＊ｎ＝30未満はｎ数が少ないため参考値）

＜その他＞
• 成犬になったら定期健診を受ける予定
（犬7歳未満）

• 猫が行く気になったら（猫7歳以上）



• ペットの健康診断に関しては、 「お金がかかってもペットの健康のために定期的に健診を受けさせたい」 が53％で最も多い。この割合は一昨年から
継続的に増加し、今年は調査開始以来最も多い。一方、「手ごろな価格なら健診を受けさせたい」30％と 「どのような健康診断内容が有効なの
か知り合い」21％は上位にあがってはいるものの、割合は減少しており、この7年間で最も少ない。

• オーナー別でみると、猫7歳以上で「お金がかかっても～定期的に健診を受けさせたい」の割合が相対的に低い。

▽全体より10％以
上少ない

２．ペットの健康診断について（9）考え方

25

■当てはまる考え方（Q15・MA） 各年n=412

53 

30 

21 

13 

11 

7 

4 

4 

3 

2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2022 2021 2020 2019 2018 2017 2016

*印は2016年なし

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

59 56 53 43

29 36 27 29

21 19 21 23

17 9 13 13

13 12 12 10

8 2 9 8

6 2 9 1

1 2 5 8

3 2 4 4

0 3 1 5

お金がかかってもペットの健康のために
定期的に健康診断を受けさせたい

手ごろな価格なら健康診断を受けさせたい

どのような健康診断内容が有効なのか
知りたい

今はペットが健康だから必要ない

人の健康診断のようにいろいろな健康診断
を受けさせたい

健康診断にいく時間がない

健康診断はペットが老齢になってからでよい

健康診断はペットがつらそうなので
受けさせたくない

ペットに健康診断は必要ない

その他

• 通院中（2）/普段の様子を見て病院へ連れて
行く（犬7歳以上）

• 必ず必要（猫7歳未満）
• 3年に1回で良い/医院へ行くとペットが過呼吸を
起こし体に悪そう/毎夏毛刈りをする時に健康
チェックをしている/信頼できる獣医に出会えてい
ない/老年期になりストレスのほうが大きい（猫７
歳以上）

（％）

Q15あなたはペットの健康診断について、どのようにお考えですか。お気持ちに近いものをお選びください。

各n=103
2022年全体の割合が多い順にソート



犬
オーナー

猫
オーナー

全 体
（n=412）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（1）大切さ ①全体、オーナー属性別

26

■ペットの健康寿命を延ばすことについての考え（Q16・SA）

• ペットの健康寿命を延ばすことは「非常に大切」62％、「やや大切」28％で、合わせると90％が大切だと考えている。
• オーナー別でみても、いずれにおいても9割前後が「（非常に+やや）大切」と考えている。
•時系列でみると、「 （非常に+やや）大切」と考える割合は全体では微増減を繰り返していたが、今年は昨年より増加し調査開始以来最も多く
なっている。オーナー別でみると、犬および猫7歳以上で昨年より増加している。猫7歳未満は昨年高く、今年もその割合を維持している。

■非常に大切■ やや大切 ■ どちらともいえない ■ あまり大切ではない ■ 全く大切ではない ｎ=

「大切」と考える割合（非常に+やや）

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

2021
年

2022
年

412 86 85 83 87 85 85 90

103 89 91 89 90 90 86 92

103 86 79 82 88 85 84 90

103 90 89 75 88 86 92 91

103 78 82 85 82 79 79 86

Q16 あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。
＜大切（非常に+やや）と思う割合＞

62 

67 

63 

58 

60 

28 

25 

27 

33 

26 

10 

8 

10 

9 

13 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（1）大切さ ②健康診断受診状況別

27

■ペットの健康寿命を延ばすことについての考え（Q17・SA）

• ペットの健康寿命を延ばすことを「非常に大切」と考える割合は、健診を定期的に受けさせているオーナーほど多く72％みられるのに比べ、定期受診
させていないが受診経験ありでは54％、未受診では52％にとどまる。

＜健診受診状況別＞

62 

72 

54 

52 

28 

21 

36 

30 

10 

7 

9 

18 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■非常に大切 ■やや大切 ■どちらともいえない ■あまり大切ではない ■全く大切ではない

Q17 あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。

非常に+やや
大切（％）

90 

93 

90 

82

全 体（n=412）

定期的に受けさせている（n=194）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=141）

受けさせたことはない（n=77）
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37 

43 

28 

31 

33 

47 

29 

32 

33 

25 

8 

36 

51 

43 

50 

46 

44 

29 

44 

38 

25 

16 

19 

10 

11 

11 

19 

16 

18 

13 

23 

22 

21 

21 

34 

2 

2 

3 

3 

6 

4 

7 

4 

7 

13 

15 

19 

1 

1 

2 

3 

2 

8 

24 

20 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心がけている（非常に+やや）
割合の多い順
2022 年ベース

心がけている割合（非常に+やや）

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

2021
年

2022
年

かかりつけの動物病院を作る 86 84 88 87 88 84 87 

普段の体調を把握し、異常を早く
見つける

82 85 87 86 83 83 87 

食事の質や量を管理する 85 87 87 90 89 88 86 

ペットの健康や病気についての
知識を持つ

72 71 76 78 78 77 78 

ペットの体重を管理する 76 74 72 76 73 74 77 

ペットが人間に換算すると
何歳ぐらいか知る

74 73 76 77 73 80 77 

予防接種を受ける 76 74 ― 78 76 79 76 

少しでも気になることがあれば
獣医師に相談する

71 67 67 74 72 72 73 

適度に散歩や運動をさせる 66 72 ― 71 68 71 70 

健康診断を1年に1回以上
受けさせる

50 50 46 53 53 54 58 

ペット保険に入る 31 27 26 37 40 39 40 

ブリーダー、トリマー、ペット専門店
スタッフなどに相談する

－ － － － － 27 27 

３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ①全体、時系列

28

■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q17・各SA）

• ペットの健康寿命を延ばすために「 （非常に＋やや）心がけている」こととしては、「かかりつけの動物病院を作る」「普段の体調を把握し、異常を早
く見つける」「食事の質や量を管理する」の3項目がほぼ同率の86-87％。

• 「非常に心がけている」のみでみると、「かかりつけの動物病院を作る」（51％）と「予防接種を受ける」（47％）が多い。
• 「 （非常に＋やや）心がけている」割合を時系列でみても、順位の変動はあるものの上位3項目は変わらない。

■ 非常に心がけている ■ やや心がけている ■ どちらともいえない
■ あまり心がけていない ■ 全く心がけていない

Q17 ペットの健康寿命を延ばすために、あなたはどのようなことを心がけていますか。
下記のそれぞれについて、当てはまるものをおえらびください。

各年 ■1位



３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ②オーナー属性別

29

■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q17・各SA）
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■ 非常に心がけている ■ やや心がけている
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43 
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41 
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40 
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33 
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28 

20 

19 
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46 

37 

40 

27 

31 

32 

44 

25 

19 

32 

32 
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39 

54 

42 

51 

42 

46 

29 

46 

38 

25 

16 

21 

0% 50% 100%

52 

34 

38 

26 

22 

33 

28 

30 

20 

20 

9 

32 

46 

50 

48 

46 

42 

29 

33 

30 

21 

8 

8 

0% 50% 100%

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー

• ペットの健康寿命を延ばすために「（非常に+やや）心がけている」ことをオーナー別にみると、犬オーナーは、全体上位3項目に加えて「予防接種を
受ける」の割合が多く2位にあがっている。

• 「非常に心がけている」のみでみても、犬オーナーでは「予防接種を受ける」の割合が相対的に多い。そのほか、「適度に散歩や運動をさせる」も猫
オーナーに比べて多くなっている。また、犬猫ともに7歳未満では「ペット保険に入る」が7歳以上を大きく上回る。

2022年全体で心がけている
（非常に+やや）割合の多い順

かかりつけの動物病院を作る

普段の体調を把握し、異常を早く
見つける

食事の質や量を管理する

ペットの健康や病気についての
知識を持つ

ペットの体重を管理する

ペットが人間に換算すると
何歳ぐらいか知る

予防接種を受ける

少しでも気になることがあれば
獣医師に相談する

適度に散歩や運動をさせる

健康診断を1年に1回以上
受けさせる

ペット保険に入る

ブリーダー、トリマー、ペット専門店
スタッフなどに相談する

〇全体より10％以上多い



•定期的に健診を受けさせているオーナーは、そうでないオーナーに比べて、健康寿命を延ばすために様々なことに気をつけている。
•特に、「非常に心がけている」をみると、定期的受診オーナでは「かかりつけの動物病院を作る」「予防接種を受ける」が6割を超えて多い。そのほか、
「ペットの健康や病気についての知識を持つ」「少しでも気になることがあれば獣医師に相談する」「ペット保険に入る」の割合も、定期的に受診させて
いないオーナーを大きく上回る。
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３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ③健康受診状況別

30

■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q17・各SA） ■ 非常に心がけている ■ やや心がけている

定期的に受けさせている
（n=194）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=141）

受けさせたことはない
（n=77）

＜健診受診状況別＞
2022年全体で心がけている
（非常に+やや）割合の多い順

かかりつけの動物病院を作る

普段の体調を把握し、異常を早く
見つける

食事の質や量を管理する

ペットの健康や病気についての
知識を持つ

ペットの体重を管理する

ペットが人間に換算すると
何歳ぐらいか知る

予防接種を受ける

少しでも気になることがあれば
獣医師に相談する

適度に散歩や運動をさせる

健康診断を1年に1回以上
受けさせる

ペット保険に入る

ブリーダー、トリマー、ペット専門店
スタッフなどに相談する

〇全体より10％以上多い



4．動物病院について
（1）かかりつけ動物病院の有無

31

■かかりつけ動物病院の有無（Q18）

• かかりつけ動物病院が「ある」は94％。
• オーナー別にみても、いずれも9割を超える。

■ ある ■ ない

94 

92 

97 

96 

92 

6 

8 

3 

4 

8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬
オーナー

猫
オーナー

全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

Q18 あなたには、かかりつけの動物病院がありますか。



重視点MA（各年n=412） 最重視点SA（各年n=412）

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2017 2018 2019 2020 2021 2022

獣医師やスタッフの人柄の良さ 60 58 58 60 57 61 18 19 16 19 16 15

自宅から近いこと 56 57 61 61 60 59 11 15 19 20 17 16

診察時の説明が分かりやすいこと 59 58 59 58 58 59 19 19 20 18 18 18

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること 48 48 48 52 55 51 14 14 13 12 17 16

健康についてのアドバイスが受けられること 38 40 35 35 36 44 5 4 5 4 3 4

土日も開業していること 43 40 37 41 38 37 6 5 5 7 3 5

料金設定が明確であること 45 39 36 41 44 36 5 6 5 4 4 4

病気の時に専門的な検査や高度な治療を
してもらえること

－ － － － 29 33 － － － － 10 10

料金が高くないこと 44 40 34 37 38 32 9 7 7 6 6 5

設備環境が整っていること 21 21 23 18 21 18 3 1 2 2 1 1

夜間救急対応があること 24 19 16 20 20 17 2 2 2 2 2 1

知人の評判や口コミ 19 17 15 16 17 14 2 2 2 2 1 1

ネット上の評判のよさ 9 8 9 8 9 11 0 0 0 0 0 0

獣医療だけでなく、他のサービス
（トリミング・ホテルなど）も付随していること

8 6 8 8 11 8 0 1 0 0 0 0

往診してくれること 6 5 4 6 7 4 0 0 0 0 1 0

獣医療だけでなく、グッズやペットフードなどの
販売をしていること

3 5 3 3 4 4 0 0 0 0 0 0

その他 1 1 1 1 0 2 1 1 0 1 0 1

•動物病院を選ぶ時の重視点としては、 「獣医師やスタッフの人柄の良さ」 「自宅から近いこと」 」 「診察時の説明が分かりやすいことが６割前後と多
く、次いで「気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」が5割を超える。最も重視する点としても、この4項目が上位を占める。

•時系列でみても、順位の変動はあるものの、同4項目がこの5年間の上位4項目となっている。
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4．動物病院について
（2）動物病院選定時の重視点 ①全体、時系列

32

■動物病院選定時の重視点（Q19・MA/Q20/SA） ■ 重視点MA

■ 最重視点SAQ19 あなたは、動物病院を選ぶ際、どのような点を重視しますか。
Q20 上記の中で最も重視するのはどういった点ですか。１つだけお答えください。

2022年 Q19の割合の多い順にソート

■各年1位



•動物病院を選ぶ時の重視項目と最重視項目をオーナー別にみても上位4項目は比率の違いは多少あるものの全体と同様で、 「獣医師やスタッフ
の人柄の良さ」 「自宅から近いこと」 「診察時の説明が分かりやすいこと」 「気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」があがっている。
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4．動物病院について
（2）動物病院選定時の重視点 ②オーナー属性別
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■動物病院選定時の重視点（Q19・MA/Q20/SA）
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1 

16 

11 

23 

15 

3 

5 

4 

9 

7 

0 

3 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0% 50% 100%

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー

＜その他＞
• 県外からも来る
ほどの名医

（％）

獣医師やスタッフの人柄の良さ

自宅から近いこと

診察時の説明が分かりやすいこと

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること

健康についてのアドバイスが受けられること

土日も開業していること

料金設定が明確であること

病気の時に専門的な検査や高度な治療を
してもらえること

料金が高くないこと

設備環境が整っていること

夜間救急対応があること

知人の評判や口コミ

ネット上の評判のよさ

獣医療だけでなく、他のサービス
（トリミング・ホテルなど）も付随していること

往診してくれること

獣医療だけでなく、グッズやペットフードなどの
販売をしていること

その他

Q19 あなたは、動物病院を選ぶ際、どのような点を重視しますか。
Q20 上記の中で最も重視するのはどういった点ですか。１つだけお答えください。

Q19の全体の割合の多い順

＜その他＞
• 安心できること

＜その他＞
（ ）内は人数
• 信頼できること(3)
• 高度医療設備がある
• 猫が安心して受診できる
• 本当に動物のことを考えて
寄り添う気持ちがある

■重視点MA ■最重視点SA



4．動物病院について
（3）ペットを動物病院へ連れて行く頻度

34

4

2

3

4

7

14 

7 

6 

14 

30 

22 

17 

14 

37 

21 

29 

33 

37 

25 

22 

13 

18 

18 

7 

7 

8 

12 

11 

3 

7 

8 

10 

10 

9 

3 

1

1

2

2

111

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全く連れて行かない 年に1回未満 年に1回程度 年に2～3回程度
年に4～5回程度 2ヶ月に1回程度 月1回程度 2週間に1回程度
1週間に1回程度 週に2回以上

犬
オーナー

猫
オーナー

全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

■ペットを動物病院へ連れて行く頻度（Q21・SA）
Q21 あなたはペットを動物病院にどのくらいの頻度で連れて行きますか。※平均的な頻度をお答えください。

• ペットを動物病院へ連れて行く頻度は、「年に2～3回程度」が29％と最も多く、次いで「年に1回程度」が22％。
• オーナー別にみると、犬オーナーのほうが猫オーナーよりも連れて行く頻度が多めである。



4．動物病院について
（4）ペットを動物病院へ連れて行く頻度の変化

35

20

8

31

20

18

8 

6 

6 

9 

12 

70 

81 

61 

70 

70 

2

5

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頻度が増えた 頻度が減った 変わらない ペットと暮らし始めたばかりでわからない

犬
オーナー

猫
オーナー

全 体（n=370）

7歳未満（n=78）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=86）

7歳以上（n=103）

■ペットを動物病院へ連れて行く頻度の変化（Q22・SA）

Q22あなたがペットを動物病院に連れて行く頻度は、2～3年前と比べて変化していますか。

• ペットを動物病院へ連れて行く頻度の2～3年前との変化については、7割が「変わらない」としている。一方、「頻度が増えた」も2割みられる。
• オーナー別でみると、犬は年齢差が大きく、7歳以上で「増えた」が3割を超えて多く、7歳未満の8％を大きく上回る。



89 

48 

26 

8 

7 

2 

0 

0% 50% 100%

74 

53 

38 

10 

6 

2 

8 

0% 50% 100%

80 

50 

40 

16 

6 

0 

4 

0% 50% 100%

79 

53 

35 

5 

9 

0 

5 

0% 50% 100%

全体
（n=412）

4．動物病院について
（5）動物病院の存在価値

36

•動物病院に関しては、「ペットが病気になった時に治療してくれる、頼りになる存在」が8割と圧倒的に多い。次いで、「ペットと暮らすためには、なくては
ならない存在」も51％と約半数を占める。

• オーナー別にみても、大きな違いはみられない。

■動物病院の存在価値（Q23・MA）

ペットが病気になった時に
治療してくれる、頼りになる存在

ペットと暮らすためには、
なくてはならない存在

ペットのことを何でも気軽に
相談できる身近な存在

ペットの病気以外の時にも、
時間があれば関わりを持ちたい存在

病気やワクチン、フィラリアの時以外は、
積極的には近付きたくない存在

その他

どれもあてはまらない／わからない

80 

51 

35 

9 

7 

1 

4 

0% 50% 100%

Q23 あなたにとって、動物病院とはどのような存在ですか。

＜その他＞
• アドバイスがもらえる
• 爪切りをしてもらう

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー
全体の割合の多い順にソート

＜その他＞
• 高齢なので体温など変化が
あれば予約して別に診察

• 過去にお金儲け志向の獣
医がいて今は行っていない



2017年 全 体（n=412）

2018年 全 体（n=412）

2019年 全 体（n=412）

2020年 全 体（n=412）

2021年 全 体（n=412）

2022年 全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

5．「ペットの健康診断の日」について（1）認知状況

37

■10月13日が「ペットの健康診断の日」であることの認知（Q24・SA）

• 10月13日が「ペットの健康診断の日」であることを知っている人は12％と1割強。この6年間、認知率が徐々に上がっている。
• オーナー別でみると、犬猫とも7歳未満のほうが認知率が高い。

■ 知っている ■ 知らない

犬
オーナー

猫
オーナー

Q24「ペットの健康診断の日」についてお伺いします。
あなたは10月13日（じゅういさん）が、「ペットの健康診断の日」であることを知っていますか。
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82 

93 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



5．「ペットの健康診断の日」について（2）情報源

38

■「ペットの健康診断の日」の情報源（Q25・MA）

• 「ペットの健康診断の日」認知者の情報源としては、「TV番組」と「動物病院」が同率で最も多く43％。次いで、「WEBのニュースや記事」が37％で
続く。

•昨年に比べると「動物病院」の割合が増え、「SNS」が減っている。

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=15 ｎ=8 ｎ=19 ｎ=7

40 25 53 43

53 38 37 43

47 13 37 43

33 13 32 14

33 0 32 14

33 13 21 14

20 13 21 0

0 0 5 0

0 0 5 0

43 

43 

37 

27 

24 

22 

16 

2 

2 

43 

35 

35 

39 

11 

28 

24 

0 

2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

TV番組で

動物病院で

WEBのニュースや記事で

ＳＮＳ（Twitter、Facebook、
Instagramなど）で

新聞記事で

友人・知人から

ラジオ番組で

その他

覚えていない

Q25「ペットの健康診断の日」について何でご覧に（お聞きに）なりましたか。

（％）2022年（＊ｎ数が少ないため参考値）

2022年の全体の
割合が多い順に
ソート

（認知者のみ
■2022年ｎ=49
■2021年ｎ=46）

＜その他＞
• 教えてくれた（猫7歳未満）



6．「猫の健康診断の日」について（1）認知状況

39

2021年 全体（n=412）

2022年 全体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

25 

27 

20 

17 

42 

29 

75 

73 

80 

83 

58 

71 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬
オーナー

猫
オーナー

■2月22日が「猫の健康診断の日」であることの認知（Q26・SA）

• 2月22日が「猫の健康診断の日」であることを知っている人は27％で、昨年よりやや増加している。
• オーナー別でみると、犬より猫のほうが認知率が高く、特に7歳未満で42％と多い。

■ 知っている ■ 知らない

Q26 あなたは2月22日（にゃんにゃんにゃん）が、「猫の健康診断の日」であることを知っていますか



6．「猫の健康診断の日」について（2）情報源

40

■「猫の健康診断の日」の情報源（Q27・MA）

• 「猫の健康診断の日」認知者の情報源としては、「TV番組」が45％と圧倒的に多く、昨年より10％以上増えている。次いで、「動物病院」と「WEB
のニュースや記事」が23％で続く。

•猫では7歳未満も7歳以上もトップは「TV番組」だが、割合を比べると7歳未満のほうが多い。また、7歳未満では、次いで「WEB」「SNS」が上位を
占めるが、7歳以上では「動物病院」が多い。

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=21 ｎ=17 ｎ=43 ｎ=30

48 53 49 33

29 29 16 27

24 12 30 17

33 18 28 10

33 18 19 10

19 6 14 7

19 0 9 3

0 0 2 3

19 6 21 30

45 

23 

23 

23 

19 

12 

8 

2 

21 

31 

23 

29 

20 

19 

10 

10 

0 

14 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

TV番組で

動物病院で

WEBのニュースや記事で

ＳＮＳ（Twitter、Facebook、
Instagramなど）で

友人・知人から

新聞記事で

ラジオ番組で

その他

覚えていない

（認知者のみ
■2022年ｎ=111
■2021年ｎ=105）Q27 「猫の健康診断の日」について何でご覧に（お聞きに）なりましたか。

（％）2022年（＊犬オーナーはｎ数が少ないため参考値）

＞

＞

＞

＜

2022年の全体の
割合が多い順に
ソート

＜その他＞
• 教えてくれた（猫7歳未満）
• お店（猫7歳以上）



2017年 全 体（n=412）

2018年 全 体（n=412）

2019年 全 体（n=412）

2020年 全 体（n=412）

2021年 全 体（n=412）

2022年 全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7．「Team HOPE」について（1）ロゴマーク認知

41

■ロゴマークの認知（Q28・SA）

• Team Hopeのロゴマークを「見たことがある」は20％で、昨年と同率。
• オーナー別でみると、犬猫ともに7歳未満のほうが認知率が高い。

■ 見たことがある ■ 見たことはない
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88 
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80 

80 

76 

86 

71 

87 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬
オーナー

猫
オーナー

Q28 あなたはこのロゴマークを見たことがありますか？



2016年 全 体（n=412）

2017年 全 体（n=412）

2018年 全 体（n=412）

2019年 全 体（n=412）

2020年 全 体（n=412）

2021年 全 体（n=412）

2022年 全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

犬
オーナー

猫
オーナー
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7．「Team HOPE」について（2）団体認知

42

■ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の団体「Team HOPE（チームホープ）」の認知（Q29・SA）

• 「Team HOPE」について、「活動内容まで知っている」は6％、「名前を見た（聞いた）ことがある」は16％。合わせると認知率は22％。
•時系列でみると、認知率は徐々にではあるが、増加傾向にある。
• オーナー別でみると、犬猫ともに7歳未満のほうが認知率が高い。

■ 活動内容まで知っている ■名前を見た（聞いた）ことがある ■ 知らない

Q29 あなたは、ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の団体「Team HOPE（チームホープ）」を知っていますか。



全体
（n=412/352）

8．ペットに関する情報源

43

• ペットに関する情報源全般としては、「動物病院」51％が最も多く、次いで「ペットを飼っている友人・知人から」38％、「TV番組」32％が続く。最も
情報を多く入手する情報源としても、この3つが上位。

• オーナー別にみても情報源上位は変わらないが、犬7歳以上では「動物病院」の割合が高い。

■ペットについての情報源 全般/最も多く情報入手（Q30・MA/Q31/SA）

７歳未満（n=103/89） ７歳以上（n=103/85）

犬オーナー

７歳未満（n=103/89） ７歳以上（n=103/89）

猫オーナー

動物病院から

ペットを飼っている友人・知人から

TV番組から

YouTubeから

ペットショップから

ペット関連企業のホームページから

Instagramから

Twitterから

新聞記事から

Facebookから

トリミングサロンから

WEBサイトから

ラジオ番組から

ペット雑誌から

その他
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0% 40% 80%

■ 情報源全般MA ■ 最も多く情報入手SA
(n数は、「特にない」以外の人）
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0% 40% 80%

Q30 あなたはペットについての情報を得る際に、どこからその情報を入手しますか。
Q31 前問でお答えのものの中で、最も情報を多く入手するのはどこからですか。1つだけお答えください。
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0% 40% 80%
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0% 40% 80%
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16 
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（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
• Yahoo！（3）
• Google(2)
• いろいろ(4)
＜雑誌＞
• ねこのきもち（4）
• ねことも
＜その他＞
• 検索

（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
• ねこのきもち（2）
• いろいろ（2）
• Yahoo！
＜雑誌＞
• ねこのきもち（5）
＜その他＞
• 教えてくれた

（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
• グリーンドッグ
• Google
• わんちゃんほんぽ
• 忘れた（2）

＜雑誌＞
• いぬのきもち（5）

（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
• Yahoo！
• わんちゃんホンポ
• いぬのきもち

＜雑誌＞
• いぬのきもち（2）

＜その他＞
• 検索(2)

〇全体より10％以上多い
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